
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 0 1 4 年 1 1 月 1 日  

V O L 2  

 

河 渡 病 院  

地 域 連 携 室 発 行  

わたしたちの身近に常にあるお酒が、実は「薬物」であることをご存知でしょうか？

何気なく手に取ったお酒は私たちをリラックスさせ、人間関係をスムーズにさせるもの

でもあります。しかし、そのマイナスの影響を知らぬままに日常的に使用を続け、睡眠

薬代わりに、または憂さ晴らしに、使用を続けますといつしか大切な「脳」の機能を低

下させ病気へと進行していくことになります。  

大切なことはそのプロセスを知り、実態を理解して病気へと進行するのを予防するこ

とです。今回は全 4 回シリーズのうち、第 2 回目です。  

 

【 1 . 治 療 に つ い て 】  

当 院 で の ア ル コ ー ル 依 存 症 の 治 療 は 、 病 状 に よ り 通 院 と 入 院

の 二 つ に 分 け ら れ ま す 。  

第 1 回は『アルコール依存症』ってなんだろう？？をお送りしましたが、今回は 

『 河 渡 病 院 の 治 療 と 受 診 の ポ イ ン ト 』 
をご説明したいと思います。 

＜ 通 院 ＞  
 

外 来 通 院 の 場 合 、 下 記

の 流 れ に な り ま す 。  

 

相 談  

  ↓  

予 約  

  ↓  

受 診  

  ↓  

通 院  

＜ 入 院 ＞  
 

外 来 受 診 後 、病 状 や 通 院 の 経 過 に よ り 、

医 師 が 入 院 を お す す め す る こ と が あ り ま

す 。  

入 院 と い っ て も 点 滴 や 服 薬 の 治 療 だ け

で な く 、 断 酒 プ ロ グ ラ ム に 沿 っ て 病 気 に

つ い て 学 び 、 断 酒 継 続 の 対 策 を 立 て て い

く 治 療 で あ り 、 当 院 で は 『 A ･R ･ P（ ア ル

コ ホ リ ズ ム ･リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン ･プ ロ グ

ラ ム ） と 呼 ん で い ま す 。  

～ A ･ R ･ P と は ～  
 

ア ル コ ー ル 依 存 症 の 方 が 病 気 か ら 回 復 し 、 社 会 復 帰 す る 為 の

研 修 プ ロ グ ラ ム で す 。 健 康 的 な 生 活 を 取 り 戻 し 、 酒 を 飲 ま な い

生 活 の 基 礎 を 作 る こ と を 目 的 と し て い ま す 。 規 則 正 し い 入 院 生

活 を 送 り 、 入 院 期 間 は 3 か 月 間 と し 、 各 段 階 を 以 下 の よ う に 考

え て お り ま す 。  

 

1 ヵ 月 目 ： ア ル コ ー ル の 悪 影 響 か ら 脱 す る 期 間 （ 解 毒 期 ） 。  

2 ヵ 月 目 ： 規 則 正 し い 入 院 生 活 と 集 団 生 活 の 継 続 。 （ 断 酒 研 修 期 ）  

     家 族 ･ 社 会 と の 再 交 流 か ら 関 係 改 善 を は か る 。  

     地 域 の 自 助 グ ル ー プ へ の 参 加 。  

3 ヵ 月 目 ： 入院中に学んだ事を基礎として、退院への準備を行う。（退院準備期） 

 

治 療 は 断 酒 教 育 に

重 点 を 置 き 、「 心 」

の ご 相 談 に 乗 り な

が ら 回 復 へ の 援 助

を 行 っ て い ま す 。     

医 師 の 精 神 療 法 、

薬 物 療 法 が 主 体 で す 。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 3 号 は ・ ・ ・  

『 一 般 の 方 に 知 っ て 頂 き た い こ と 』 で す 。  

 

河 渡 病 院  地 域 連 携 室 / 相 談 室  

（ 代 ） 0 2 5 - 2 7 4 - 8 2 1 1  

お 電 話 は 、 平 日 9 時 0 0 分 ～ 1 6 時 3 0 分  

 

【 2 . 受 診 の ポ イ ン ト 】  

 受 診 に あ た り 、 以 下 の こ と が 重 要 と な り ま す 。  

 

イ . 『 自 分 一 人 の 力 で は 断 酒 で き な い 』 と 悩 ん で い る 気 持 ち

が 一 番 大 切 で す 。  

 

  ロ . ご 家 族 又 は そ れ に 準 ず る 方 ※ の 同 行 ・ 協 力 が 必 要 と な り ま す  

→ ご 本 人 の お 話 に 加 え 、 ご 家 族 等 の 客 観 的 な 情 報 や 治 療

へ の 協 力 が 必 要 で す 。 （ ※ 親 戚 、 友 人 、 行 政 関 係 等 ）  

 

  ハ . 紹 介 状 の 持 参 （ 原 則 ）  

→ 現 在 通 院 し て い る 医 療 機 関 ※ が あ る 場 合 、 身 体 的 な 治 療

も 必 要 と な る 為 、 紹 介 状 の 持 参 を お 願 い し て お り ま す 。

ま た 、 通 院 先 が な い 場 合 は 予 約 時 に そ の 旨 を 仰 っ て く

だ さ い 。 （ ※ ア ル コ ー ル に 関 す る 病 気 で の 通 院 先 ）  

 

  ニ . お 薬 手 帳 の 持 参 （ 原 則 ）  

   → 今 後 の 処 方 の 為 に 現 在 服 薬 ・ 使 用 し て い る  

薬 剤 を 把 握 す る こ と が 必 要 な 為 、 お 薬 手 帳 や  

薬 剤 情 報 を お 持 ち の 方 は 、 受 診 当 日 に  

ご 持 参 く だ さ い 。  

 

  ホ . 飲 酒 し て の 受 診 は お 受 け で き ま せ ん  

   → 断 酒 へ の 決 意 が 見 え な い だ け で な く 、  

正 確 な 情 報 も 知 る こ と が で き ま せ ん 。  

 

 

＜ 予 約 受 付 又 は 電 話 相 談 ＞  
T E L ： 0 2 5 - 2 7 4 - 8 2 1 1  

（ 平 日 9 時 0 0 分 ～ 1 6 時 3 0 分 ）  

 

※ 受 診 は 予 約 制 で す 。  

※ 代 表 電 話 と な っ て お り ま す の で 「 受 診 予 約 」 か 「 受 診 相 談 」

か を お 伝 え く だ さ い 。  

※ 予 約 状 況 に よ り 、 予 約 受 付 か ら 受 診 日 ま で お 待 ち い た だ く 場

合 も ご ざ い ま す 。 予 め ご 了 承 く だ さ い 。  

 

 

お 気 軽 に  

お 電 話  

く だ さ い ！  


